
オレンジだらけの
こども縁日

国際こども・福祉カレッジ 福祉心理学科1年
活動報告



私たちは、国際こども・福祉カレッジ

福祉心理学科の１年生です。

専門学校に通いながら、

日本福祉大学通信課程に在籍し、

国家資格である「社会福祉士」や

「精神保健福祉士」の取得を目指し、
福祉を学んでいます。



2019年の活動 『夢みるマルシェinにいがた』にて

去年は、マルシェで啓発活動を行いました。



活動報告内容

・準備段階

・「オレンジだらけのこども縁日」実施内容

・私たちが感じたこと



まずは、子ども虐待について、
自分たちで調べました。

準備段階



コロナによる子ども虐待増加をピックアップ

https://www.komei.or.jp/km/tanaka-masaru-hiroshima/2020/04/



誰に？
どのように？
どうなってほしい？

子どもがいる親、将来親になる若者に
イベントを通じて
子ども虐待について知ってほしい！



親子が外に出て気分転換できるような、
親子向けイベントを開催したいと思うようになりました。



イベントをやりたいの
ですが…

新潟市地域課

いい人がいますよ！

イベントに協力してもらえる人を紹介してもらうため
新潟市地域課に電話をしました。



MUSIC DROP
平田英治さん

・イベントを企画運営
・音楽事務所の経営
・地元からミュージシャンを輩出
・音楽を通して地域活性化を実践

新潟市が事業運営の委託をしている
平田さんの紹介を受けました



ＳＮＳを活用する？

開催場所は…

オレンジ全開で…

アルビとコラボしたい！

お祭りがしたい！！

打ち合わせでユニークな意見やアイデアが出ました。
そんな中「オレンジだらけのこども縁日」が出ました。



こうして平田さんが主催する、
「はじめて、しもまち。」
という地域活性プロジェクトで、
「おれんじだらけのこども緑日」
を開催することが決定しました。

オレンジだらけ
の

こども縁日



コロナ対策

・検温
・アルコール消毒
・代表者の氏名、連絡先の把握
・20分交代制
・ブース内のソーシャルディスタンス

「オレンジだらけのこども縁日」実施内容



ドレスコード

オレンジのリボンをネクタイに見立て、
おそろいの白シャツを着用しました



配布用冊子を作成

冊子にオレンジリボンをつけて、
受付で渡しました。



・スティックバルーン

・輪投げ

・ぷよぷよすくい

縁日内のブース



メッセージカード募集

オレンジに見立てたメッセージカードに、
子ども虐待防止についてのメッセージを募りました。



さらに、若者や子どもと関わる機会が少ない世代に向け、
SNS（YouTube、インスタグラム）で啓発活動を行いました。



https://youtu.be/VHhwdKcj_XY

動画



私達が感じたこと

・広報について

・継続の大切さ

・人とのつながりについて



広報について
縁日の広報を子ども虐待防止活動を前面に出さずに行いました。
知ってもらう機会としては良かったかもしれませんが、
子ども虐待について関心を持って、来てもらうためには、
どのように広報を行えばいいか考えるきっかけになりました。



継続の大切さ

「知ってもらう」だけでは
子ども虐待は解決しない

子ども虐待をなくすためには、
何度も継続していくことで、
少しずつ理解を深めてもらうことが大切であると、
この活動を通して感じました。



人とのつながりについて

さまざまな方々の協力により、
オレンジリボン運動を行うことができました。

このような方々と、
来年、再来年も後輩たちが一緒に活動を行い、
つながりを持ち続けることで、
さらに子ども虐待防止の輪が広がり、
この学校の伝統のようになればいいなと感じました。



閲覧ありがとうございました！


